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お話ししたいこと

治水事業の効果発現に向けては、

河川工事や防災活動に多様な関係者が参画
できる

仕組み構築が求められる



お話しすること

1. フィリピン・オルモックの事例

2. ネパールの事例

3. ケニアの事例

4. 結論
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1．フィリピン・オルモックの事例

Civil 
Society

Public 
Sector

 

Academia

Transdisciplinary 
Approach 

Natural & Social Sciences

Humanities

S
cien

tific K
n
o
w

ledg
e

 
D
ecisio

n-M
ak

in
g

      
    

 

Preparedness

Holistic and Transformative 
Process of Building Resilient 

Society 

Feedback

Mitigation
Protection 

Disaster

治水
政府技術者

市役所住民

備え

予防

復興

ス
ク
オ
ッ
タ―
の
防
止



Ormoc City

Source: Ormoc City

1991年11月 約8000人の死者
1) 都市貧困層が河川内に居住
2) 橋に木材が引っ掛かりせきあげ
3) 治水施設の未整備



River Improvement Project



スリットダム アジアでは珍しい



維持管理のための協働体制の構築
施設管理＋不法占拠の排除

洪水対策委員会
委員長:市長

• 公共事業省事務所
• 市の技術局

コミュニティ CSOs

モニタリング
水防



1. 市:維持管理予算の配分

2. 国:大規模補修の実施(浚渫)
3. コミュニティ

• 不法占拠、不法漁の監視

• 施設の損傷報告

• 排水路の清掃

• 洪水水位の報告



科学・工学知識の意思決定への反映

1. 予算確保

市長、市議会で説明

2. コミュニティへ依頼



不法建築の撤去
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２．ネパールの事例
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(a)政府と住民の協働
○政府：技術者、材料の提供 ○住民:労働力



政府:鉄線供与
住民;じゃ籠への石詰など労力提供



政府：砂防工事



住民参加による植林



(b)住民への啓発活動





(c) 防災教育
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3．ケニアの事例
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ニャンド川流域
浸水が長期に渡り避難生活を強いられる



(a) 協働枠組み：流域フォーラム
1．流域フォーラム

政府機関11、NGO11、住民組織7、民間２、大学２



(b)調査:インタビュー浸水被害



説明会



マスタープラン作成：構造物対策

• 避難路かさ上げ

• 堤防建設

• 河川改修

• 浚渫

• 遊水地

• 植林、砂防



堤防建設 (663 M)

Downstream of Nyando River



国道かさ上げ (933 M)



(c) 実施：避難所建設



31

避難路となるカルバート



高床トイレ



高床井戸



避難訓練



学校教育

 

 

 

 
        

        

 

 

 
     

      
      

     
    

      
     

        
     

      

 

 

 
     
     

          
     

  

      
      

          
    



ラジオでの啓発活動



結論

治水事業の効果発現に向けては、

河川工事や防災活動に多様な関係者が参画
できる

仕組み構築が求められる

• フィリピン：洪水対策委員会

• ネパール：住民組織、学校

• ケニア：流域フォーラム



ご清聴ありがとうごうざいます
Ishiwatari.mikio@jica.go.jp
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